
 
 

 
 
　政府の地震調査委員会によると、南海トラフ地震における最新の発生確率はここ３０年以内に
８０％程度といわれています。
　このように南海トラフ地震の発生確率が高まる中、「自分の身は自分で守る」ことは大原則であ

　り、家具の転倒による危害防止策としての「家具の固定」と通電火災などの出火防止策としての「感

　感震レーカーの設置」は、最も効果が期待できる身近な地震対策です。 

● 
家具を固定しましょう！ 
  阪神・淡路大震災では、地震による死者のうち、約８割が倒壊家屋・家具などによる窒息

死・圧死でした。そのうちの約９割がほぼ即死であったといわれています。つまり、この圧死、

窒息死に関しては、助け出す暇もないケースがほとんどであり、事前の備えで生死が決まって

いたと言っても過言ではありません。 
  また、阪神・淡路大震災によるけが人のほぼ半数は、家具の転倒によるものでした。 
  こうしたことから、事前の備えとしての「家具の固定」は、個人ですぐに実施できるという

即効性があり、減災効果が大いに期待できる予防対策です。 

                 

 家具の転倒防止例 

      

■ 家具は最小限に、または作り付けに！ 

家具が減れば落下物も減り、怪我を防ぐとともに、避難経路の確保にもつながります。 

 ■ 安全な家具の配置を！ 

   避難通路や出入口周辺に転倒、移動しやすい家具類を置かないようにしましょう！また、引き出 

しが飛び出すと、つまづいてケガをしたり、避難の妨げになることがあるため、家具類を置く方 

向にも注意しましょう！ 

■ 重いものは高いところへ置かない！ 

   大地震発生時には、普段はびくともしないテレビ・冷蔵庫・ピアノが凶器になります。 

   ベルトで固定しましょう。 

■ 家具は寝室に置かない！ 

   寝ているときほど無防備なことはありません。寝室には転倒する家具類を設置しないか、しっ 

かりと固定するようにしましょう。また、照明器具の下で寝るのも大変危険です。    

出典：東京消防庁 
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東日本大震災における本震による火災全１１１件のうち、原因が特定されるものが１０８件、 
そのうち過半数が電気関係の出火でした。 
  地震が引き起こす電気火災とは、地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電が復旧した

ときに発生する火災のことです。 
  感震ブレーカーは、地震発生時に設定値以上の揺れを感知したときに、ブレーカーやコンセ

ントなどの電気を自動的に止める器具です。感震ブレーカーの設置は、不在時やブレーカーを

切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。 
 製品ごとの特徴・注意点を踏まえ、適切に選びましょう！ 

   
 
＊ 感震ブレーカー設置の留意点（内閣府ホームページ） 
感震ブレーカーの設置に際しては、急に電気が止まっても困らないような対策と合わせて取り組む 
必要があります。 
〇生命維持に直結するような医療用機器を設置している場合、停電に対処できるバッテリー等を備え 
てください。 
〇夜間の照明確保のために、停電時に作動する足元灯や懐中電灯などの照明器具を常備しましょう！ 
 

● 木造住宅の補助制度・耐震相談窓口はこちら！ 

耐震診断※１ 耐震改修※３ 

現況診断（自己負担額１１，２００円）※２ 
　補助率（５０％） 　限度額（７５万円） 

補強計画（自己負担額１１，２００円）※２ 

※1 昭和 56 年 5 月 31 日以前に工事着手された、2階建て以下の木造住宅が対象となります。 

(丸太組工法、又は法 38条認定工法は対象外） 

※2 延べ面積２００㎡超の場合は、１００㎡以内ごとに自己負担額を１，１００円加算します。 

※3 補助額は、耐震改修工事費用に補助率を乗じた額。ただし、限度額を上限とします。 

 
 

出典：「電気火災リーフレット」内閣府・総務省消防庁・経済産業省 

■お問い合わせ／危機管理課 ☎３２－５５６０ 

● 感震ブレーカーを設置して電気火災から「家」・「地域」を守ろう。 

■お問い合わせ／都市計画課 ☎３２－５５３８ 

見直そう、ご近所の力！「向こう三軒両隣」で支え合う防災の輪 ! 

2



3



4



5



6



危機管理課　✆３２－５５６０
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高齢者、障害のある人、病人、妊産婦、乳幼児、外国人などの災害
時に自分の身を守るための適切な行動がとりにくく、手助けが必要な人 

 

 
 
 

※要配慮者・・・  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 

逃しちゃいけない！ 「避難のタイミング」 

地震などの大きな災害が発生し、自宅などの建物内にとどまることが危険になった場
合は、落ち着いてすばやく避難する必要があります。その際に要配慮者※の保護を念頭
に置き、近隣で声掛けをしながら、避難しましょう。 

〇市からレベル「３高齢者等避難」、「レベル４避難指示」が出たとき 
 
〇津波、大雨、土石流、がけ崩れ、地すべりなどの恐れがあるとき 
 
〇建物が倒壊する危険があるとき 
 
〇近隣火災による延焼の恐れがあるときや自宅火災で天井に火が届いたとき 

〇ヘルメットや防災ずきんをかぶる 
 
〇非常持出品はリュックサックに入れて背負う（両手が使えるように） 
 
〇長袖・長ズボンを着用 素材は燃えにくい木綿製品がよい 
 
〇軍手や革手袋をはめる 
 
〇靴は底の厚い、履きなれたものを履く 
 

○避難する前にもう一度火元を確認！ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす 
 
○荷物は最小限の非常持出品に限る 
 
○外出中の家族には避難先を書いた連絡メモを玄関などの目立つ場所に貼っておく 
 
○移動するときは、狭い道、塀、川べり、ガラスや看板の多い場所は避ける 
 
○事前に決められた最寄りの安全な場所や避難所へ原則徒歩で移動する 
 

避難知識編 

避難するとき、どんな 「服装」 がいいの？ 

避難時の「５つのポイント」 
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